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わたらたるまま大和循 然を愛れます

南アルプス縦走
豊島 すみ子

今年の夏も異常気象が広がっていることを実感させられる夏でした。やっと梅雨がFdlけ

たかなと思われるお盆に荒川三山から聖岳まで南アルプスを縦走してきました。少し前に

発生した東海地方を襲つた地震の影響で高速道路は通行止めc一般道を迂回することにな

り、ひどい渋滞に巻き込まれながら大井り|1鉄道沿いを畑薙第 1ダムヘと向かいました。大

井り|1鉄道はSLが走っているので有名な路線です。途中立ち寄つた川根温泉では鉄橋の上

を通過するSIン に偶然出会え、渋滞の疲れも吹つ飛び大興奮でした。その後は順調に遅れ

を取り戻し、畑薙第 1ダムから予定していた送迎バスで、椎島ロッジに妻1着 しました。東

海フォレス トが経営しているロッジは設備も整い、快適でお風呂にも入れますc

縦走 1日 目は、朝 6時に出発、滝見橋から小石下、清水平、蕨段、駒鳥池と高度を上げ

て行きます。千枚小屋は夏山のシーズンに入る直前に不審火により小屋

が焼けてしまい、仮小屋で、食事も非常食程度が提供されるということ

でした。小屋周辺では トリカプ トやマルバダケブキ、マツムシソウ、チ

ングルマなどの高出植物が咲き舌Lれ、疲れた体を癒してくれます。

第 2日 目の朝早く、眠い目をこすりながら外に出ると目の前に大きく

富士山がそびえています。中腹の明かりも見えるくらいの近さで、周辺

は辺リー面赤く染まり、亥1-力 と色を変えていきます。そして一段と輝

いたかと思うとあたりはさつと明るくなり、暖かくなりましたc富士山

に見守られながら今回の山行きのハイライ ト千枝岳 (2,879rrl)、 悪沢岳 (3,140m)に 向

かつて出発です。ガレ場やザレ場、岩場に足を取られそうになりながら慎重に登つていき

ます。標高が南アルプスで第 3位の悪沢岳山頂からの 360度見渡せる大展望は最高です。

続く荒川岳前岳の山頂では足元から大崩壊が広がっています。じつと眺めていると今にも

瓦礫の中に飲み込まれそうな気がしてきます。ガレの続く斜面を慎重に下り、一面に咲く

お花畑にほつとしながら荒り|1小屋に到着。名物のカレーライスがおいしくてお変わりまで

してしまいました。

第 3日 は赤石岳 (3,120m)から百間洞山の家を目指します。相変わらずのガレ場もあ

りましたが気持ちの良い空中散歩を楽しむことができました。ウサギ菊、クロエリ、タカ

ネビランジ、ハクサンフウロなどの高山植物やハイ松の間にライチョウの親子の姿も見ら

れました。赤石岳の名前の由来にもなつた赤い石はラジオラリア (放散虫)の遺体などが

堆積してできたチヤー トと考えられているそうです。百FH5洞山の家では名物の大きなトン

カツの場げたてをいただきました。

第 4日 日は、いくつものピークを越えながら聖岳 (3,013m)から聖平小屋へ今回の山

行きでは最長約 10時間の行程です。ミヤマウスユキソウ、ミヤマキキョウ、ヨツバシオ

ガマなど可憐に咲く高山植物に励まされながら一歩一歩足を前へ進めます。

5泊 6日 と久しぶりの縦走でしたがお天気に恵まれ、たくさんの花に出会い、大パノラ

マを満喫した最高の山行きができました。あとf可回饉へ行けるのでしょうか
。・・ ?

Lttpプwww.justttystage.corゴ homeノ nara_rtature/
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9月 擁会 赤嬉の巨本と仏隆寺
吉村 さつき

天気は快晴、バスで赤埴口に行きお手製のとてもよく分かる地図と資料をいただき伊勢

本街道に入りました。まず驚いたのは、弘法大師が室生曲に行くときお弁当を食べたお箸

を地にさしたところ生育したという逸話がある 16本の支幹に分かれた千年杉です。思わ

ず手を合わせたくなるような神々しさを感じました。

かやぶきの大和屋根の津越家、伊勢参官が盛んであった頃、殿様クラスの男の旅人が立

ち寄つたとの事G主屋の後方には明治 。大正 。昭不口夫々の時代に築造された別邸もあり、
その時々に住みよいように工夫されているなと感心しました。お玄関で奥様の説明を受け

ましたが、きちんと整ったお家は住人のお人柄を想像できましたc堂々とした建物に感嘆
の声が出ました。

なだらかな佛隆寺への道筋にはヤマジノホ トトギス・ツルリンドウ。キンミズヒキ・コ

ムラサキ・ミズタマソウ。アオツヅラフジ等沢山のかわいい花や実を見る事ができました。

赤と自のゲンノショウコも花を咲かせていました。Bll名 ミコシグサ (種子を飛散させた後

で果柄を立てた様が神輿の様に見える事から)。 神輿を見ることも出来ました。名前の出来

が納得できました。お寺の近くでは赤や自の彼岸花が満開でよくお越しくださいましたと

迎えてくれているようでした。

巨本を眺めているととても気持ちが落ち着き素敵な観察会でした。有難うございました。

*拾ったカヤの実を帰宅後直ぐにフライパンで炒つてみました。銀杏のように皮に割れ目

が入りなんだか良い感じ。残念な事に渋皮が上手く取れず苦味が少し残りました。

でも美味しかったよ 。・・・・

*9月 26日 (土)参カロ者 :人木、豊島、吉村

野田、古川綴 )、 橋本、小嶺、寺田孝、本村裕、

小森、岸谷(和 )、 川井、竹本、勝田均、勝田緑
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l幸 霧鋼会 (報告 )

睦 駒路の令然と文ξ難を訪ねる基

技:|:き   ':i井  秀夫

護参擁者彊阿部・古 it;・ 議饗・務墾 (隷 )・ 板幌・ 寺l鷲 (孝 )e菱谷

本講 (裕 )・ 林 ・ 平塚・ 八尋・岸谷・岸谷 (奏 )・ 城戸

弓場・ ′:ま寿・

デ
=:13小
森・

・毒場 (京,0
19名

重舎層 10爾 。台氏一通。蒼弯の空を聟ぎ、霧本最iの生駒ケープル下に集う。

今署のテーマは ま生駒ュ摯を無ろう』。目頃、毎げなく見る生義 :::だ が、書式から鶏々

と続くLス トギー、役の行者の駆けた修議の
=iで
あ :,、 大確からはシャーマニズ」、

(超 典然主義・ 基星術)の義鮮寺が数多く存在する。

テーブル霞ケニ蓑 声事。行者の駆 |す たであろう鬱蒼たる毛長道を歩 く。生駒 ::i,ま

独立峰に見えるか、金長 35キ ロ、 /ヽつの嶺か続く連峰てあり、主義達義であるc

南から高尾 0信 貴・嘉安、北へ飯盛・妙見・神義備・男山の諸JJが連なる。

擁裁すると竜が横たわる機に、歩もヽた道筋も「竜の道」の言われている。竜棒信警

の名残りであり、修験達の頭ξ岳信癬まこ甕る勇でしょうか。

ここで一翁 : 天藁し生駒 :ま 仏と神のみち

展警台で晏食c更 に、役の小角の鬼還治の云議で名のある慈光寺を経て暗義へ、
マ
く

らかり,の講れほ轟説あり、歴気のコマンを違 ji lな から真説を聴をヽて襲いた。

Ftt I― スに入り、藩燿務の機鋼鷺量を望見する。当会鉾メンバーが最初に取 1角

いた社会活動の原点であり、感廃つの鉢の輝霧、機の議わな雲鶯、そばの花、コスモ

スが擬れて里曇1の深みゆく秋の機景を場鍵する。

路傍の地義仏か電:こ つく。昔、奈良から伊勢へ「お力 |ナ 参′ラ」か盛んとな :)、 奈良

街道の行き鶴れの人達への墓標であろうか。

石仏
iキ を経て、竹林寺へ。「行基Jの終の棲処「生馬幾房」路に建立されたと轟く。

行基さんにつt.て 雪しレクチャー。人払造立に ―身を毒 |デ、落慶法要を電ず 82オ で

寂静されるのだが、生涯の功績には公共事業 (橋・ 池・場・救済施設・寺読 等)の

建設に超人的な足跡を残されている。奈良びと達の誇りであり、ボランティアの元祖

として、敬愛の念を心に刻む。

最終点の往馬え社へ急ぐ。翌藝の火祭 1本番の前夜祭とあって、 チ供構築、縁 ::の

度量が軒を並べ、火の神へのお祭リノ、―ドが我々を避えてくれる。

天然記念物の機構諄の社叢を譲察し、境内にて祭り太鼓を轟きながら散会となる。

槙物議案の:ら には特別資凄として、 1亀駒韻』の議41、 地賛分布、諸 e笹 の分饉と見方。

ドンクリのイラスト解説 等、オリジナル資料を釜供し、喜ばれたと思います。

最後にアシスタント役れ徹む/て いただいた弓嶋 厚次氏に拍手を送 ります。
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「みんなでとめよう理簑色 をデーマに、 9′≡22讐 シアレ

バーウイークのまつただ中、なら100年会館で好天の

もと開催された。当会も例年通り聾展しました。

本年は平城遷都 1390年 に合わせて」R奈良駅前で

規模を拡大し47団体・企業が出展しました。事前にマ

スコミにも可成り局知した為も有り、大変な人轟でした。

今ヨは 10名 の多くのスタッフで対応しました。会報での呼びか!すで多くの申し鋼を
い

ただきましたが、ブースの実さ等の事情から、お断うせざるえなか
つた事をお詫び致し

ますc 当会のエネルギーが益々強くなるのを実感します。今後もご協たよろしくお願

いしますc 我々はタクダウ体験、タケ懇二、鳶『欝等で参構しましたが、朝 10時より

4時過ぎ迄常に子供達が押し寄せ、特に高さ 2.詭

の竹製 トライアングル (パネル吊り下げ層)は好評

でTV撮影のターゲットにもなつていました。子

供達の笑顔を励みに安り||さ ん、樋口さんを始め全

員フル稼働でした。お疲れさまでした。

*参カロスタッフ* 樋口、安川、弓場、勝田均

勝田緑、大石、林、森、池田、小嶺

申秋のいでたち
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蔦太郎

雲も覚あや らぬ秋彙のいぶか しげな馨翼け二 基馨 :こ等たの名残のと:fう 寂

しくたって霧
'議

え

尋る義藝:こ子く今錫参ご狭渉をと待ち焦がれる やがて鋭くふ漏れ曝が簑の

奥にやされ(照 らす

鎮うない時議をめぐら訪れる今年の紋ぼ 雰やか:こ鏡られた
`:き

盤じいやΦ

ラブレターのよう

春とんぼがダンスを曇希つれる纏穐のヤを 宣かなときめきを邊ぶ夢魔率が

違のまへとだり抜け

そよぐ秋鼠 ,こ乗って墨か墓い出雲を見れば 黄金色分 Uゆ うたんの笑漂に′:ヽ
きな瞳を瀾ませて

名も黒いち邊が黒を寄せ合いながら品に帰る硬減 夕映えの場ざし浴ぴたス
スキの後ろ姿が滲む
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「
奈良 。人とき然の会」が行う2二

=の
校庭≡然観察会が、 10憂 5薄 (辱 )、 奈良市立

性保サ::小学校 5年生 97名 を対象に行われました. 1藝 霧の佐保台小学校の観察会は、「教

育ゆめプラン1に基づく訳外授業でしたが、今回 iま授業の一環として実施されました。
「奈良 。人と当然 ly‐ 会」としては、校庭観察会

`)活
聾は始まったばかりで、経験者も少

ない中でこれだけの人数、 しかも対象が高学年であることを考えると、この取り組みままか
なり冒険でもあり、勇気のいることであつたと思います。

it回の佐保台小学校の観察会の時から、責任者として、私たちをリー ドしてくださつた

含響さんのご西E慮で、シエア碁然大学校のインプリ科のメンバーの協力を得て共催の形で

進められました「 経験豊かな、いわ :ゴインプリのブ=である方々が加わってくださること

で言1‐画 !ま額調に進められていきましたこ初心者の私 i■ lま、打ち合わせ幸 りヽこメンバーの方

のお話の端々に、参考になることがたくさんあり、安心して参加できる状況にしていただ

:す たと思いますc特 :こ III年の準情 :ま大変なものでただただ感議まし、感 ,主 さヽせられました.

峯髯iま≡も上が ,,ますま■のお天女i、 元気な子どもきと交宅で会い |ヽ まIヽ よ賛始です。

藁始前の下見と準備のとき、インプリ科のメンバーの方が、
‐
鷲、|ま 、校庭ブ〕本の→コで一番大

きくて立派な本はどれかな、探してみよう。あれかりじゃ―行つてみよう= と始めるよ。

始めに薔塞そうだなと思うような語りかけをするのです。最初が見千心だかられc」 と、おっ

しゃらオ■,た ことが頭 :こ浮かび、私 |ま どの言葉で始めようかと必死で考えていましたcと い

って1)急に思いつくはず |ま無くすっかり慌ててしまいました。結局、「この本の名前を無つ

ていますか。」と、平凡な切り署で始めることになつてしまいましたが、子ども達の反応を

見ながら、話して,ヽ くと楽しくなう、気がつくと次のグループが来て待つていました。し

つかりまとめることなく次のポイン トに移ることになり、時費の配分の難しさを感じまし

た。ヤマモモの業で笛を作り鳴らす体験を最後
'こ

、 6ポイントの観察が終わりましたc尊

笛をすぐに鳴らすことが難i来る子もいれば、最後まで鳴らすことが出来ない子もいます。

気持ちを沈ませる子を見るのはつらく、教え方もまた難

しいことでしたc

教室に帰り、「クスノキの小鳥くん」を作る工作ですc

細かいパーツまで周至1に準備されていたので比較的ス

ムーズに楽しく作製していたと思います。

校庭に集まった子どもたちの様子を見て、話を聞いて

くれるか不安がありましたが、思つた以上にしつかり間

いてくれたと思います。子ども達が少しでも植物の生き

様に興味を持ち、これからの学習や生活を豊かにしてく

れる一助になることを願つて学校を後にしました。良い

経験をさせていただきました。ありがとうございました。

[参加スタッフ]

(シエア自然大学校インタープリテーション科)石橋、小林、

(当 会)阿部、古メll、 樋目、倉圏、小日、寺田、林、池田、

岩日 平岡  以上 20名
5

中谷、小柳、高井、lll伏

高松、原田、藤国、本村、



ななけなプロツニウト饉レポー鯰盆電年電◎月
(部 :1祐司 謁

9月 27驀 (圏 )靖  菜の花プロジェクト 種まき 参加者 17名  (内奈良コープ9人)
。菜の花プロジェクト畑ほし地区の藩圃跡の約 7アールですЭ菜種は連作障害があり、毎年植える場所を変える

必要がありまづL全員で、畝に残る笹の根を取り除き、次いで一定間隔ごとに4-も粒をまきつけますしなかなか

根気のいる作業でしたが、皆さんおしゃべりを楽しみながら取り組んでいました。笹藪の整備に着手してから3

年、放棄田に菜の花が咲きそろう来春で、b地区の景観整備は一段落です。

*今日の活動は、奈良取  毎日新聞、読売新聞からの取材があり、3Z放映、新聞報道がされました
9月 30濠  鋪  雨  欲 の輝   2名
,ビオトープ計画の■環として、かねてから湿地の植生調査を実施していたメンバーが、工事に先立って、消滅

が.れ酒己される植生を疎巽することになりました。生贈の雨中でしたが、女性 2人 (守回、西谷さん)は ドロンコ

になりながら移植を老  その熱意には感服しました ほんとうにご苦労様でした
10月 2日 (金)らやまプロジェクト世話大会議  阿部会長、世議入ほか 計 10名
。21年下期 (10月～22年 3月 まで)のグループごとの計画を検討しました

里山Gr:  下期は本格的な活動期となり作業量が増加するので、別途、自由活動日を検討する。
「里曲でのルールとマナー」を決めたので、周知を図る

農園Gr:  10月 以降の栽培計画と、作業計画の提案
「お楽しみ」栽培品目を広げて新規の参加者を増やす。 「アグリデーJを検討する。

環境景観Gr: 梅林の植付け  植え床作りを10月に完成、 11月 に苗木を植付ける。
正月用葉ボタンの栽培 約60株を予定

教育企画 Gr i lo月 以降のイベントの実施計画、 パソコン講習Ⅱ、 県立大学ボランティア受入れ
マスコミヘのPR活動

ビオトープ。ワーキングT : 湿地のビオトープの考え方と環境整備 (塩本さん中間報告)

10据 12翼 (月 ) 野畿 の曇  豹 暗 7名
。19月から新し与藩擦ルー トにより調査〕

今驀 は上空にサシバとツミの飛行が見られました
10月 13轟 (火) 自轟活動臼  参爆者 18峯
・里山 Gr、 農園 Grは超繁瞳な時期です。今日|ま、

臨時の活動日として希望者を募りましたところ

18名の参加がありました。 台風 18号で観
察路に倒ねノた危険竹木の処理、梅林の植え床の造

成、公開イベントの準備など、フル活動の一日と

なりました。今後も、必要に応じて、定例日以外

にもグソレープごとに自主活動日を設ける予定です ,

10月 15調 爺  稲刈り  易 諸 24名  (内 佐保難議 5ヽ年  11名が実麗豹 田)
。ならやまの稲は台風の被害もほとんどなく上々の出来。佐保台小学校の児童たちは鈴木さんの手ほどきを受

けた後、自分が植えた株を緊張した手つきでXllり 取りましたc稲は東にしてハサ掛けして作業は終了。この

後、乾燥 。説穀と続き、児童たちは昔ながらの手作業!こよる稲の収穫を体験しまづ■

(ならやまのフジバカマに上まるアサギマダラ)

終了 午後3時

以上



*ならつま望曲林磁だより* 守国 京子

10月 13日 (火 )カ キ、アケビ、クリの実が熟し実りの秋です。

花壇・燿―ミズヒキ、フジバカマ、コムラサキ、シロシキブ、シュウメイギク、ノコンギ

ク、ハナナス、ヒメツルソバ、ホ トトギス、ハヤ トウリ、ハナジンジャー、シャクチリソ

バ

野山一ベニバナボロギク、ヒメジソ、キツネノマゴ、イノコヅチ、アメリカセンダングサ、

コセンダングサ、ボントクタデ、コウヤボウキ、イヌホオズキ、セイタカアフダチソウ

木や草の実…=ナラ、クヌギ、カマツカ、コバノガマズミ、ソヨゴ、ヒサカキ、リョウブ

ヒヨドブジョウゴ

薫で鈴木さんが 「イイダ=の赤ちゃんJと 言
^つ
たので 「:まんと i」 と笑つ

てしまいました;わずか Eご I足 らず0⌒ヤ トウリの三花です./卜 さいながら

も花の下|ま ウリの彰て■
‐
「 ならやま|二来て今まで■1ら なかつた二

j菜をいろい

ろ覚え、また食べさせてもらつています.

野菜畑で

ならやまの

の道の駅

に訪ねて

のためか

た。今年1ま、

したので、

てもヽたの

とができ

形は『イイ

花で、雄花

機会があればごらんください。

*な らやまの 10月 の鳥 *

調査は 1年を終え、7人で新しいコースを回り

柿レストランではメジロやヒヨドリたちが集い、

モズが色んな鳥の真似をしていました◆

ツバメもまだいました,ヒ ヨドリの渡りの群れや、

鳥観虚КttZiがЙ之が豊追登かけるシーンが見られました。

鈴木 末一
昇ノヽヤ トウリ』:こ ようやく舎こと花が一輪咲いてくれまなだた。先墨、字鑢市

で、ハヤ トウリにつしヽて売店の方

みましたところ、今年;ま天候不llB

開花が遅れているとのことでし

玉葱の言作りにチャレンジしま

連日、朝の水やりに行つて観察し

ですが、今日、やつと確認するこ

ました。7～8mm程度の大きさで、

ダコJそ っくりでした。これが離

iままだかくにんできていません。

/』 田ヽ

ました。

竹藪では

ならやまの案曲子君

7



な亦やま難鳥版奎 豊鮨錢を経えて

轟本野鳥の会奈豪支部 支部長
j::瀬 浩

ξ鰊 電馨犯墾謄奮編 轟ヾこ棄ぇ
,1ま、と弓:き受けさせていただきました。

曇 聾糧轟諭兵鐵 歌舅墨
います。

・委査コース鉾設定

10月 から分至式調査の重 :こ、9澤 :こ毒場さんや糞 ::言さんと調査候祥壊―スをいつもよに歩き、理一鷲こ

轟るように、1期葉―スを設定し、1年毒調査しまし
を
j、
る候向があつて、どうしても単調になりがちです鍔ただ、1年薫調査した結果、コースが森林に偏つて

今年分10躍 から侍2難職―ス:ま、もう少し多様性があつてもし`い、ということで蕪:::さんの案恭で理にあ

る薫線のコースを新た二設定し、今年10月 から議査を始めます。

・読査方法

e定線調査 調査警一ス0 9km(本 来は kヽ摯の予定でしたが、地影上変景:な設定:こなりました)を約1時鐵
か:すて歩き、燥

｀
贅25鎗両雲:で50mの幅内に出現する野鳥の種類と数量を記録します。

3 9ktt X 50無ですから、調査覇積 iま 4 5haとなります。つまり、l ha換算でどのような鳥がどれ位生息する
かを算轟することで、絶の調査場所との比較とかが出来る数字が出てきます。

②定点調査 調査地内の任意の場所:こ定点を設け、その場所に30分とどまつて観察し、襄現する種類
と数量を記録します。これ :ま、定線調査で|ま把握し:こくも`種類を、より多く観察するために行います。より

選くで導る種類や上空を飛霧する種類を観察することが可能です。
今轟:よ、離発点に最初の定点、鳥観の二に中間のゴ点を設け、それぞれ30分、計:時間に観察できた

種類と数量を記録しています。

・調査結果

鶴 察種類数il期では33種類を観察できました。これが多しヽか少ないかと申しますと、たとえば香具山

調査で|ま全体で1ま67種類ですが、森林=―スに限れば
34種類ですので比較してもほぼ同じです。この

調査コースは、9割方轟林向ですので、妥当な数字なのかもしれません。ただ、春園奥山の53種類に
Lヒ較しますと、同じ森群でも更劣りはもます。

【観察密度】それでまま、種類とは別に個体数が多しヽか少ないか、との機題ですが、これが先にのべた
haあたり換算の数字です。今回|ま、紙画の都合上のべる余裕がありませんので、2期 目の調査を終え

た段階で改めて記述したいと思います。

【全体鋒な感想】今画の調査コースが、国道24号線という大幹線に接していて、修F気ガス等の環境画
では、野鳥にとって不rllな環境であること|ま輩違いありません。また、奈良盆地を国む周りの自然環境
から、少しばかり離れてしヽるので、その点でも春甕奥山のような野鳥の観察も無理のようです。しかし、

キビタキが繁殖期に疇っていたように、またメジ国のすばらしい疇りがきかれたように、落葉広葉樹林と

して、長年放置されてきたため||、 そこそこの高本が育ち、ますます大きくなることを考えると、野鳥に
とつて、すみやすい環境 :こなつて1繁殖する野鳥がら、える期待ができる場所ともいえます。
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小調 久美子

飛翔時に風切羽の裏や尾などが鴇色(トキ色・

淡紅色)になります。全体は自くシラサギに

似ているようですが、コウノトリロの中で

トキ・コウノトリ・サギ、それぞれの科に

分かれています。日本で最後の二11が佐渡

で飼育されていましたが、関係者の努力が

実らず繁殖は失敗しました。中国から譲り

受ξすたトキが順調に増え、最近檻から放た

れたとニュースになりましたが、まだ

ちょつと、おつかなびつくりで、ゲージの

方が安心と戻つて来たり、まだまだ親離れ(?)

出来ません。 先輩の豊岡のコウノトリは

次世代が定着し順調に増えています。人体への影響から農薬の使用が少 し減 り、餌にな

る生き物たちが増えてきました。人々の環境への関心が高くなった良い印ですc学えが

「ニッポェアニッポン」と付 くからに !ま、是非、音のように日本の大空を舞つて欲 しい

ですね。岡山でもタンチョウの繁殖が試みられています。北海道のタンチョウもそ うで

すが、地道に継続 してお世話 tノている人たちに敬意を払いたいです。

期 をう灌 亀猛 朱鷺 {トキ)

六年生案山子の眉目さらり書く

里山 。田園の案饉子にイケメンの目鼻立ち。

邪気のない児童の筆に澱みなし。

野仏に二茎の供華曼珠沙華

九月Fll会。国は大和から、村は赤埴から創る。

野路の地蔵尊に、手向まする様に曼珠沙華が咲く。

経の実やままらはら落す伊勢街道

宇陀の赤埴は大樹の宝庫。いにしえの旅人の量音
が聞こえる。木の実が、深み行く秋を象徴する。

秀 夫

秀 夫

轟武鱒鍮饉

秀 夫

とザじジータご



ヘン桑花式オ記脈負
寛境

ザク轟

A年 は、庭のザクロが沢山の実をつけ昔駿つぱい味を楽しませてくれました。今月は花
¬どではありませんが実をスケッチしました。

ザクロ科 落葉小高木
原産地 小アジア花期 6月
花言葉は、霧熟した優美 。子孫

の守護・おろか iン さ

学峯 Punica granatu撻 (石稽 )

Punica :ザ クロ属
granatu砲 :粒状の

Pじnica(プニカ)は、ラテン語
の「punicus(カ ルタゴの)」 が

語源。 ザクロの原産地がカルタ
ゴだつたのかも・・・・。

仏教における鬼子母神は、子育て、安産の神だが、元は子供を食らう鬼でした。釈進 :ま、
鬼子母神の最愛の子を隠し、子を失う母の悲しみを分からせ、そして代わりに、ザクロの実
を食べさせ、人肉を食べないことを誓わせたと言いますざ鬼子母神の像 |ま、片腕に子供を抱
き、片手にザクロの実を持ちます。

また、ザクロは多くの種をもつので、中国で:ま子孫繁栄、豊穣のシンボルとして、結婚式σ)

デザー トなどに義されます=一人っ子政策の下でt)デザー トの使われているのでしょうか。
また漢方薬として花や実を煎じて飲むと下痢上めになるといわれている。
男性の中にいる種一の女性のことを「紅一点Jと いうが、これは中国の詩人王安石が初夏、
石稽の青葉の中に、紅い花の咲く様子を「万緑叢―

~紅一点」と詠んだ詩から出た言葉。

☆菩提院大御堂 (奈良)で黄色の彼岸花を見ました。珍しいそうですね。

☆ (斑鳩より)神南の高II線 (毎年同 |〕 ところに来ます)コ シアカツバメ 11曰

13日 309羽、 16日 500羽頑張つてねと言いました〔(勝田)
☆―人で新大宮から平城 1日跡・佐紀盾Fll東西古墳郡、を巡りました。水上池で

コガモたちが50～ 60し まヽした。ノビタキが平城 1日跡にしヽました。

・15霊植物の会で曽爾高原へ行きました。ヒキオコシ・ノダケ・アザミ三種 `

タムラソウEキセワタほとんどの花が種でしたが、リンドウ・ウメバチソウが盛りでした。

今日のヒットは′,ヽパヤマボクチ、こんないしヽ状態は初めて見ました (小臣)

☆(橿原)畑の雨水を貯めるペー,甕こ今年もオタマジヤクシが大きもヽのは4センチ?

今まで畑でトノサマガエルしか見なかつたので彼らはその子たちとばかり思つていたがある目草弓|きをしてい

たらツチガエルどずつたり目があった。「えつ:あんた達もいたの? じゃ―ペールの子|ま一体どつちの子?」
=

タマジャクシをみて分かるのか どなたか教えて下さい。もうすぐ冬が来るのにのん気にオタマジヤクシをしても`

(吉村)

10011、

ていいのか心香承Э私です。 ９

“

(斎藤)
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